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Ⅰ期選抜出願締め切り
いよいよ本番

県立高校入試のⅠ期選抜の出願が２４日

締め切られ、倍率が発表になりました。全

日制の平均倍率は１．４９倍と、現行の制

度になった平成１５年以来最低の倍率と報

じられています。会津地区では、昨年１．

１４倍だった会津高校普通科が０．８６倍

に、葵高校の普通科が１．９４倍から１．

３１倍とやや低下していますが、他の学校

ではほぼ昨年並みの倍率と言ってよいかと

思います。

「Ⅰ期選抜」は、自己推薦による入試で

す。合否判定の資料は「志願理由書」「調

査書」「面接」「小論文等」で、資料に基

づいて総合的に判断して合否が決められま

す。試験当日の２日には、西山中の生徒で

あることを誇りに、また自分のこれまでの

取り組みに自信を持って堂々と面接、小論

文に臨んでほしいと思います。

雪による事故に注意
暖冬が一転して豪雪となり、各地で雪に伴う事故が報じられています。屋根からの落雪

による事故、側溝に転落する事故もあります。登下校に十分注意をしてほしいものだと思

います。

１ 原則として歩道を歩行する。

２ 歩道のない箇所、歩道が積雪のため歩行できないときは道路の右側を歩行する。

３ 歩行の際は１列縦隊で歩行する。

４ 夕暮れ時には反射材を使用するなど目立つ工夫をする。

５ 道路状況に応じて安全な通路を確保する。

６ 屋根や樹木からの落雪に注意する。

７ 路肩からの滑落に注意する。



ため込まずに分かち合う。支え合うのがあたりまえだから、

「ありがとう」みたいに感謝する言葉もない。そんな先住民

が、アマゾンやアフリカには、まだ暮らしている。
「読売新聞」２０１６．１０．２１

「ありがとう」ほど素晴らしい言葉はない、と

無条件に思ってきました。しかし、「まてよ…」

と考えさせられたのが読売新聞に掲載された岡野

吉晴さんの記事です。

岡野さんは、アフリカで誕生した人類がアメリ

カまで拡散した道を逆向きに旅しています。気に

なる土地には腰を落ち着けて人々とも暮らす。ア

マゾンの源流に広がるジャングルでは、先住民と

の生活に何年も費やしました。

そこには個人個人の名前もなければ、「ありがとう」の言葉もない。みんなが分かち合

い、支え合うから、上から下へという感覚もないといいます。確かに感謝を表す言葉は美

しいものですが、それを必要としない生活体は、それ以上に美しいことではないか…。

人に何かをしてあげたとき、無意識に「ありがとう」の言葉を期待している自分に気づ

くことがあります。「ありがとう」の言葉すらないこの原住民にとっては、人に何かをし

てあげることがあたりまえなんだと気づいたとき、自分の心の貧しさを思い知らされた気

がしました。

準特選に選ばれました
『学力の質を高め、学びの姿勢を育む指導の工夫』

両沼地区の教職員研究物展で、本校の研究が「準特

選」に選ばれました。「学習指導」に関する研究で、

日頃の指導が評価された成果といえます。

教職員研究物展は、教職員の日頃の学習指導研究を

まとめたもので、中学校では特選として１校が選ばれ

ます。甲乙つけがたい研究がある場合に「準特選」の

作品が選ばれますが、今年は柳津中学校と共に本校の

作品が選ばれました。これを励みに、子どもたちの学

力向上のために一層努力していきたいと思います。な

お、この結果は数日後新聞の片隅に掲載されるものと思います。「西山中学校」の名前を

見つけ、共に喜んでいただければと思います。

ご協力お願いいたします！

２月７日に柳津中学校と合同で、１，２年生のスキー教室を予定し

ています。指導者がやや不足しますので、保護者の方でご協力いただ

ける方を募集しております。柳津中保護者は４～５名おいでいただけ

るとのことですが、西山中からもご協力いただけると幸いです。


